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要 旨  

（ 目 的 ）Ste n t  r e t r i e v e r を 展 開 し た 際 の 、flo w  r e s t o r a t i o n ( F R )

と 、 そ れ に 続 く 再 閉 塞 の 有 無 と 再 開 通 と の 関 係 に つ い て の 詳 細 な

報 告 は な い 。 今 回 、 自 験 例 を も と に 、 そ れ ら の ス テ ン ト 展 開 時 の

動 態 が 再 開 通 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。  

（ 対 象 及 び 方 法 ） Tre v o に て 血 栓 回 収 を 行 っ た 心 原 性 脳 塞 栓 症 24

例（ 男 性 :1 0 例 ,  女 性 : 1 4 例 ,  平 均 年 齢  7 7 . 2 才 、 IV t P A の 先 行 ：

有 17 例 , 無 7 例 、 閉 塞 部 位 ： 内 頚 動 脈 : 9 例 , 中 大 脳 動 脈 M1: 1 3

例 , 脳 底 動 脈 : 2 例 ） を 対 象 に 、 FR、 再 閉 塞 の 有 無 と 再 開 通 の 程

度  (T I C I )  と の 関 係 を 検 討 し た 。FR か ら 再 閉 塞 が 得 ら れ る ま で の

時 間 と 、 ス テ ン ト 展 開 の 回 数 に 関 し て も 検 討 を 加 え た 。  

（ 結 果 ） 初 回 の ス テ ン ト 展 開 で FR と 再 閉 塞 を 認 め た 症 例 は 11 例

(1 1 / 2 4 :  4 6 % )で 、 そ の う ち 9 例 (9 / 2 4 :  3 8 % )で TI C I  2 b 以 上 の 再

開 通 が 得 ら れ た が 、 初 回 の ス テ ン ト 展 開 で FR は 認 め た が 、 再 閉

塞 を 認 め な か っ た 10 例 (1 0 / 2 4 :  4 2 % )で は 、 TI C I 2 b 以 上 が 4 例

(4 / 2 4 :  1 7 % )に と ど ま っ た 。 FR を 認 め な か っ た 3 例 (3 / 2 4 :  1 3 % )

で は TI C I  2 b 以 上 は 得 ら れ な か っ た 。 初 回 展 開 で 再 閉 塞 を 認 め た

11 例 の 再 閉 塞 ま で の 待 機 時 間 は 、 5 分 ： 7 例 、 10 分 ： 4 例 で あ っ

た 。一 方 、再 閉 塞 を 認 め な か っ た 10 例 の 待 機 時 間 は  5 分： 4 例 、

10 分 ： 4 例 、 20 分 ： 2 例 で あ っ た 。 ま た 、 初 回 の 展 開 で FR を 認

め な か っ た 3 例 も 5 分 ： 2 例 、 10 分 ： １ 例 と 待 機 し た が FR と は

な ら な か っ た 。24 例 中 9 例 で 複 数 回 の ス テ ン ト 展 開 を 要 し 、全 ス

テ ン ト 展 開 数 は 37 回 で あ っ た 。 ス テ ン ト 展 開 回 数 に 基 づ い た 解

析 で は 、 FR と 再 閉 塞 を 17 展 開 (1 7 / 3 7 :  4 6 % )で 認 め 、 そ の う ち 14
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展 開 (14 / 1 7 :  8 2 % )で TI C I  2 b 以 上 が 得 ら れ た 。 FR の み で 再 閉 塞 を

認 め な か っ た 12 展 開 (1 2 / 3 7 :  3 2 % )で は 、 TI C I  2 b 以 上 は 5 展 開

(5 / 1 2 :  4 1 % )の み で あ っ た 。 ま た FR を 認 め な か っ た 8 展 開 (8 / 3 7 :  

2 2 % )で は 、 TI C I 2 b 以 上 の 再 開 通 は 得 ら れ な か っ た 。  

（ 結 語 ） ス テ ン ト 展 開 直 後 の FR は 再 開 通 の 必 須 条 件 で あ り 、

FR の 後 、再 閉 塞 を 確 認 で き れ ば 高 率 に 再 開 通 を 得 る こ と が で き る 。

FR が な い 場 合 に は 再 開 通 は 得 ら れ ず 、 ま た 、 FR 後 10 分 以 上 待 っ

て も 再 閉 塞 が な い 場 合 も 再 開 通 率 は 低 い こ と が 証 明 さ れ た 。  

 

 

緒 言  

ス テ ン ト 型 血 栓 回 収 デ バ イ ス の 登 場 に よ り 、 内 頚 動 脈 や 中 大 脳

動 脈 水 平 部 の よ う な 比 較 的 太 い 血 管 に 対 し て も 再 開 通 率 が 向 上

し 、 急 性 期 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 病 変 に 対 す る 治 療 は 大 き く 前 進 し た 。

そ の 有 効 性 は 、す で に 数 々 の RCT 1 - 5 )に よ り 証 明 さ れ て い る が 、同

じ デ バ イ ス を 使 用 し て い て も 再 開 通 が 容 易 な 場 合 と 困 難 な 場 合

が あ る 。 一 般 的 に は ス テ ン ト 展 開 に よ り flo w  r e s t o r a t i o n ( F R )

が 起 き 、 そ の 後 血 栓 内 に ス ト ラ ッ ト が 埋 没 し て 再 閉 塞 に 至 っ た と

こ ろ で 抜 去 す る こ と と な っ て い る が 、 FR を 認 め な い 場 合 や 、 FR

は 得 ら れ た も の の 再 閉 塞 に 至 ら な か っ た 場 合 な ど は 、 そ の 対 応 に

苦 慮 す る こ と が あ る 。ま た 、FR か ら 再 閉 塞 す る ま で の 待 機 時 間 に

関 し て も コ ン セ ン サ ス は 得 ら れ て い な い 。 そ こ で 、 自 験 例 を も と

に ス テ ン ト 展 開 時 の 閉 塞 状 況 の 動 態 と 再 開 通 の 関 係 に つ い て 後

方 視 的 に 検 討 を 行 っ た 。  
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対 象 及 び 方 法  

対 象  

2 0 1 4 年 1 0 月 か ら 201 7 年 4 月 ま で に Tre v o  P r o V u e  /  X P  ( S t r y k e r ,  

F r e m o n t ,  C A , U S A )を 用 い て 機 械 的 血 栓 回 収 を 行 っ た 急 性 期 脳 主

幹 動 脈 閉 塞 の う ち 、 心 原 性 脳 塞 栓 症 と 診 断 さ れ た 24 例 を 対 象 と

し た 。 な お 血 栓 よ り 末 梢 で ス テ ン ト が 展 開 さ れ 、 血 栓 に ス テ ン

ト が か か っ て い い な い 症 例 は 除 外 し た 。 こ れ ら 24 例 を 対 象 に 、

ス テ ン ト 展 開 時 の FR と 、そ の 後 再 閉 塞 の 有 無 、FR か ら 再 閉 塞 ま

で の 時 間 、 展 開 の 回 数 に 関 し て 、 再 開 通 の 程 度 (TI C I )と の 関 係

を 検 討 し た 。  

 

機 械 的 血 栓 回 収 術 の 方 法  

局 所 麻 酔 下 に 9F r  バ ル ー ン 付 き ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル を 当

該 の 内 頚 動 脈 あ る い は 椎 骨 動 脈 に 留 置 し た 。 血 栓 の 末 梢 部 ま で マ

イ ク ロ カ テ ー テ ル を 誘 導 し 、 末 梢 血 流 、 血 栓 の 位 置 を 確 認 し た 後

に 血 栓 が 全 て カ バ ー さ れ る 位 置 で ス テ ン ト を 展 開 し 、 直 後 に 撮 影

を 行 い FR の 有 無 を 確 認 し た 。 そ の 後 5 分 ご と に 撮 影 を 行 い 再 閉

塞 の 有 無 を 確 認 し 、 再 閉 塞 が 認 め ら れ れ ば 、 近 位 部 の バ ル ー ン を

拡 張 し て ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル よ り 血 液 を 吸 引 し つ つ ス テ ン

ト と 共 に 血 栓 回 収 を 行 っ た 。FR 後 の 再 閉 塞 を 認 め な い 場 合 は 最 長

20 分 待 っ て か ら 回 収 を 行 っ た 。 再 開 通 が 得 ら れ な か っ た 場 合 は 、

基 本 的 に は 3 回 ま で ス テ ン ト の 再 展 開 を 行 っ た が 、 患 者 の 状 況 や

病 変 の 状 態 に よ り 、 他 の 血 栓 回 収 デ バ イ ス に 変 更 す る か 、 そ の 時
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点 で 手 技 を 終 了 し た 。  

統 計 学 的 処 理 は Fis h e r’ s  e x a c t  t e s t（ ソ フ ト ウ エ ア ： エ ク セ

ル 統 計 ） を 使 用 し て p 値 0. 0 5 未 満 を 有 意 と し た 。  

 

結 果  

手 技 を 行 っ た 心 原 性 塞 栓 症 24 例 の 背 景 は 、男 性 10 例 、女 性 14

例 、 平 均 年 齢  77 . 2 ( 3 3 - 8 8 )で 、 閉 塞 血 管 は 頭 蓋 内 内 頚 動 脈 9 例 、

中 大 脳 動 脈 水 平 部 (M1 )  1 3 例 、脳 底 動 脈 2 例 で あ っ た 。17 例 (7 0 . 8 % )

に は IV t P A が 先 行 さ れ て い た 。ス テ ン ト の 平 均 展 開 回 数 は 1.5 4±

0. 8 回 で 、 9 例 (9 / 2 4  3 8 % )で 複 数 回 の 展 開 が 行 わ れ た 。 ス テ ン ト

展 開  2 回 が 6 例 、3 回 が 2 例 、 4 回 が 1 例 で 、全 体 で 37 回 の ス テ

ン ト 展 開 が 行 わ れ た 。初 回 の ス テ ン ト 展 開 で 13 例 (5 4 % )に T I C I 2 b

以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ 、 最 終 的 に は 19 例 (7 9 % )に TI C I 2 b 以 上 の

再 開 通 が 得 ら れ た (Ta b l e  1 )。  

初 回 の ス テ ン ト 展 開 で FR と 再 閉 塞 を 認 め た 症 例 は 11 例

(1 1 / 2 4 :  4 6 % )で 、 そ の う ち 9 例 (9 / 2 4 :  3 8 % )で TI C I  2 b 以 上 の 再

開 通 が 得 ら れ た が 、 FR は 認 め た が 、 再 閉 塞 を 認 め な か っ た 10 例

(1 0 / 2 4 :  4 2 % )で は 、TI C I 2 b 以 上 が 4 例 (4 / 2 4 :  1 7 % )に と ど ま っ た 。

FR を 認 め な か っ た 3 例 (3 / 2 4 :  1 3 % )で は TI C I  2 b 以 上 は 得 ら れ な

か っ た (F i g  1 )。  

再 閉 塞 を 認 め た 11 例 の 再 閉 塞 ま で の 待 機 時 間 は 、 5 分 ： 7 例 、

10 分 ： 4 例 で あ っ た 。 一 方 、 再 閉 塞 を 認 め な か っ た 10 例 の 待 機

時 間 は  5 分 ： 4 例 、 10 分 ： 4 例 、 20 分 ： 2 例 で あ っ た 。 ま た 、 初

回 の 展 開 で FR を 認 め な か っ た 3 例 も 5 分 ： 2 例 、 10 分 ： １ 例 と
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待 機 し た が FR と は な ら な か っ た 。  

初 回 の 展 開 で FR と そ の 後 の 再 閉 塞 を 認 め た も の の 、 有 効 な 再

開 通 が 得 ら れ な っ た 2 例 の う ち 1 例 は 、 ト ー タ ル 3 回 の 展 開 で

TIC I 2 b 以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ た が 、残 り の 1 例 で は 再 開 通 は 得 ら

れ な か っ た 。 初 回 の ス テ ン ト 展 開 で FR は 認 め た が 、 そ の 後 の 再

閉 塞 が 認 め ら れ ず に 有 効 な 再 開 通 も 得 ら れ な か っ た 6 例 の う ち 4

例 で は 、 2 回 目 の ス テ ン ト 展 開 で TIC I  2 b 以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ

た  (3 例 ； FR ( + )、 再 閉 塞 (+)、 1 例 ； FR ( + )、 再 閉 塞 (-) )。 残 り の

2 例 で は 他 の 血 栓 回 収 デ バ イ ス を 使 用 し た 。初 回 の 展 開 で FR を 認

め な か っ た 3 例 の う ち 1 例 で は 、 2 度 目 の ス テ ン ト 展 開 で FR、 再

閉 塞 と も に 認 め TIC I 3 が 得 ら れ た が 、 残 り の 2 例 は 複 数 回 の ス テ

ン ト 展 開 を 行 っ た が FR は 認 め ら れ ず 、 有 効 な 再 開 通 も 得 ら れ な

か っ た (F i g  1 )。  

ス テ ン ト 展 開 数 で の 検 討 で は 、全 37 展 開 の う ち 、29 展 開 (2 9 / 3 7 :  

7 8 % )で F R を 認 め 、 そ の 内 17 展 開 (1 7 / 2 9 :  5 9 % )で は FR 後 の 再 閉

塞 を 認 め た 。 FR お よ び 再 閉 塞 を 認 め た 17 展 開 の う ち 14 展 開

(1 4 / 1 7 :  8 2 % )で T I C I 2 b 以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ た 。 一 方 、 FR の み

で 再 閉 塞 が 確 認 で き な か っ た 12 展 開 (1 2 / 2 9 :  4 1 % )で は 、 TI C I 2 b

以 上 の 再 開 通 は 5 展 開 (5 / 1 2 :  4 1 % )と 低 率 で あ っ た 。 ま た FR を 認

め な か っ た 8 展 開 (8 / 3 7 :  2 2 % )で は 、 TI C I 2 b 以 上 の 再 開 通 は 得 ら

れ な か っ た 。 こ れ ら 3 群 間 に お い て 、 再 開 通 率 に 有 意 差 を 認 め た

(Fi g  2 )。  

 

考 察  
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急 性 期 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 症 に 対 す る ス テ ン ト 型 デ バ イ ス を 用 い

た 血 栓 回 収 療 法 は 、 201 5 年 に 数 々 の 大 規 模  ラ ン ダ ム 化 症 例 対 照

試 験 (R C T ) 1 - 5 )に よ り そ の 有 効 性 が 証 明 さ れ た 。 ス テ ン ト 型 血 栓 回

収 デ バ イ ス は 、 迅 速 か つ 確 実 に 再 開 通 を 達 成 す る こ と が で き 、 安

全 性 に も 優 れ る た め 、 今 後 も 急 性 期 再 開 通 療 法 の 主 軸 に な っ て い

く と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 ス テ ン ト 型 血 栓 回 収 デ バ イ ス に

も 限 界 が あ り 、RC T の 結 果 で は TIC I 2 b 以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ る 率

は 58 . 7 - 8 8％ 1 - 4 )で 、 2- 4 割 の 例 で は 有 効 な 再 開 通 が 得 ら れ て い な

い 。ま た 、初 回 の ス テ ン ト 展 開 で の 再 開 通 率 は 3- 5 割 程 度 6 ,  7 )で 、

複 数 回 の 展 開 が 必 要 に な る 場 合 も 多 い 。 そ の た め 、 再 開 通 が 得 ら

れ 難 い 状 況 を い ち 早 く 把 握 し 、 ス テ ン ト の 再 展 開 を 行 う こ と や 、

他 の デ バ イ ス へ 移 行 す る な ど の 速 や か な 対 処 が 必 要 で あ る 。  

ス テ ン ト 展 開 時 に FR が 得 ら れ 、 そ の 後 に 再 閉 塞 が 得 ら れ た 場

合 に は 、高 率 に 再 開 通 が 得 ら れ て い る が 、FR が 得 ら れ な い 場 合 は 、

そ の ま ま 待 つ の か 、 あ る い は す ぐ に 回 収 し て ス テ ン ト の 再 展 開 を

行 う べ き か に は 悩 む と こ ろ で あ る 。 ま た FR が 得 ら れ て も 、 そ の

後 に 再 閉 塞 し な い 場 合 の 対 処 法 な ど の 問 題 も あ る 。  

今 回 の 検 討 で 明 ら か と な っ た こ と の １ つ は 、 ス テ ン ト 展 開 直 後

に FR が 得 ら れ な か っ た 場 合 は 、 時 間 が 経 過 し て も FR は 認 め ず 、

ス テ ン ト 回 収 後 も 有 効 な 再 開 通 は 得 ら れ な か っ た こ と で あ る 。 FR

が 起 き な い 原 因 と し て は 、 血 栓 よ り 末 梢 で の 展 開 、 ア テ ロ ー ム 血

栓 性 閉 塞 や 血 栓 の 性 状 の 問 題 8 - 1 0 )、 あ る い は 不 十 分 な ス テ ン ト 展

開 な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ス テ ン ト 展 開 部 の さ ら に 末 梢 ま で 血

栓 が 延 び て い た り 、 末 梢 の 血 流 が 途 絶 し て 血 管 そ の も の が 虚 脱 し
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て い る 場 合 も FR が 得 ら れ な い 原 因 に な り 得 る と 考 え ら れ る 。 不

十 分 な ス テ ン ト 展 開 を 改 善 す る 方 法 と し て は 、 clo s e d  c e l l  t y p e

の ス テ ン ト を 用 い る 場 合 、 ス テ ン ト を 血 管 壁 に 押 し 当 て る よ う に

展 開 す る Pus h  a n d  F l u f f  T e c h n i q u e が 挙 げ ら れ る 。 従 来 通 り に

方 法 で は 、 初 回 展 開 で の 再 開 通 率 は 35％ 、 平 均 の 展 開 回 数 は 1.8

±1. 0 で あ る が 、 Pus h  a n d  F l u f f 法 を 用 い る と 、 そ れ ぞ れ 54%、

1. 3±0. 8 に 改 善 す る と 報 告 さ れ て い る 7 )。そ の 他 に も ス テ ン ト の

展 開 方 法 に よ り 再 開 通 率 が 向 上 す る こ と 報 告 さ れ て い る  1 1 )。再 開

通 率 は 血 栓 の 性 状 や 末 梢 の 血 流 状 況 に も 影 響 を 受 け る が 、 現 時 点

に お い て は 、 十 分 に ス テ ン ト を 拡 張 さ せ る こ と が 、 現 実 的 な 対 処

法 と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 ス テ ン ト 展 開 後 に FR が 得 ら れ な か っ

た 場 合 に は 、 時 を お か ず に 再 度 ス テ ン ト を 展 開 す る こ と や 、 他 の

血 栓 回 収 手 技 に 移 行 す る こ と も 考 慮 す べ き で あ る 。  

Ok a w a ら 1 2 )は 、FR 後 の 再 閉 塞 が 、再 開 通 率 、予 後 に 有 意 に 影 響

す る と 報 告 し て い る 。 本 研 究 に お い て も 、 ス テ ン ト 展 開 数 の 検 討

で 、 FR を 認 め た 29 展 開 で 、 再 閉 塞 を 認 め た 場 合 は 82％ と 高 率 に

TIC I 2 b 以 上 の 再 開 通 が 得 ら れ た が 、 再 閉 塞 の な い 場 合 に は 41％

と 再 開 通 率 は 半 減 す る 結 果 と な っ た 。こ れ は 、FR と 並 ん で 再 閉 塞

も 有 効 な 再 開 通 の た め の 重 要 な 所 見 で あ る こ と を 証 明 す る も の

で あ る 。  

次 に 、FR 後 の 再 閉 塞 ま で の 待 機 時 間 に 関 し て は 、血 栓 の 性 状 や

ス テ ン ト の 展 開 状 況 に 大 き く 影 響 を 受 け る と 考 え ら れ る 。 ス テ ン

ト 展 開 か ら 5 分 間 の 待 機 時 間 が 一 般 的 で あ る が 、 5 分 間 で は 短 い

と の 指 摘 も あ り 1 2 )、最 適 な 待 機 時 間 は 不 明 で あ る 。今 回 の 検 討 で
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は 、 FR 後 に 再 閉 塞 を 認 め た 中 で 、 5 分 後 に 認 め ら れ た 例 が 6 割 程

度 で 、 そ の 他 の 4 割 は 10 分 後 に 再 閉 塞 を 認 め て い る 。 逆 に 10 分

以 上 待 っ て 再 閉 塞 し た 症 例 は な か っ た 。 こ れ を 考 慮 す る と 、 再 閉

塞 を 確 認 す る た め の 待 機 時 間 は 10 分 間 が 適 当 と 考 え ら れ た 。  

 

結 語  

ス テ ン ト 展 開 直 後 の FR は 再 開 通 の 必 須 条 件 で あ り 、 FR の 後 、

再 閉 塞 を 確 認 で き れ ば 高 率 に 再 開 通 を 得 る こ と が で き る 。FR が な

い 場 合 に は 再 開 通 は 得 ら れ ず 、 ま た 、 FR 後 10 分 間 以 上 待 っ て も

再 閉 塞 が な い 場 合 も 再 開 通 率 は 低 い こ と が 証 明 さ れ た 。  

 

利 益 相 反 開 示  

本 論 文 に 関 し て 、 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 開 示 す べ き 利 益 相

反 状 態 は 存 在 し な い 。  
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2 0 1 5 ;  3 7 2  :  2 2 8 5 - 2 2 9 5 .  

5 )  J o v i n  T G ,  C h a m o r r o  A ,  C o b o  E ,  e t  a l .  T h r o m b e c t o m y  w i t h i n  8  
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t h r o m b i  i n  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e :  A  c o n s e n s u s  s t a t e m e n t  o n  
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S t r o k e  2 0 1 5 ;  4 6 :  3 2 6 6 - 3 2 6 9 .  
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F i g u r e  l e g e n d  

 

F i g u r e  1  

A f l o w  c h a r t  o f  t h e  t r e a t m e n t s  i n  2 4  p a t i e n t s  w i t h  m e c h a n i c a l  

r e p e r f u s i o n  t h e r a p y.   

T h i r t e e n  p a t i e n t s  ( 5 4 % )  o b t a i n e d  T I C I≧ 2 b  r e p e r f u s i o n  a t  1  p a s s ,  

w h i l e  5  p a t i e n t s  ( 2 0 . 8 % )  o b t a i n e d  T I C I≧ 2 b  a t  2  p a s s  a n d  a  p a t i e n t  

( 4 . 2 % )  o b t a i n e d  T I C I  2 b  a t  3  p a s s .   F i v e  p a t i e n t s  o b t a i n e d  n o  

s i g n i f i c a n t  r e p e r f u s i o n .  

F R :  f l o w  r e s t o r a t i o n ,  R O :  r e - o c c l u s i o n  

 

F i g u r e  2  

C o m p a r i s o n  o f  r e p e r f u s i o n  r a t e s  ( T I C I  ≥  2 b )  b e t w e e n  3  g r o u p s  o f  

p a t i e n t s ;  p a t i e n t s  w i t h  F R  a n d  R O ,  p a t i e n t s  w i t h  F R  b u t  w i t h o u t  R O  

a n d  p a t i e n t s  w i t h o u t  F R  a n d  R O .  

T h e  h i g h e s t  r e p e r f u s i o n  r a t e  ( 8 2 % )  w a s  o b t a i n e d  i n  p a t i e n t s  w i t h  F R  

a n d  R O .  T h e  r e c a n a l i z a t i o n  r a t e  i n  p a t i e n t s  w i t h  F R  b u t  w i t h o u t  R O  

d e c r e a s e d  t o  4 2 % .  P a t i e n t s  w i t h o u t  F R  a n d  R O  o b t a i n e d  n o  

s i g n i f i c a n t  r e p e r f u s i o n .    

F R :  f l o w  r e s t o r a t i o n ,  R O :  r e - o c c l u s i o n  

 

 



 Table 1  Characteristics of Patients

Total 24
Age 77.2 (33-88)
Sex M/F 10/14
NIHSS on adomission (mean) 15.8 (4-24)
Occlusion site

IC 9
MCA M1 13
BA 2

Precedence of IV t-PA(%) 17 (71%)
First-pass reperfusion (%) 13 (54%)
Number of passes 1.54±0.8
Reperfusion TICI≧2b(%) 19 (79%)
mRS score 0-2 9 (38%)
NIHSS: National Institutes of Health Stroke Scale, mRS: modified Rankin Scale
IC: internal carotid artery, MCA: middle cerebral artery, BA: basilar artery






	Title page
	Text
	jnet-2017-0097-File005
	jnet-2017-0097-File006
	jnet-2017-0097-File007

